
・病原微生物によ
る汚染

・病原微生物によ
る汚染防止対策

・定期的な試験検査
による病原微生物
の確認

・微生物の増殖に
よる危害の発生
を防止するため
の適切な温度管
理

・指定外添加物の
使用

・原材料に使用さ
れている添加物
を含め、指定外
添加物が使用さ
れていないこと

・定期的な試験検査
による指定外添加
物が含有していな
いこと、添加物の
使用基準等の適合
の確認

・添加物の対象外
使用、過量使用
等使用基準不適
合 ・使用基準に適合

しない添加物が
使用されていな
いこと、また、
使用量等が適量
であること

・規格基準不適合 ・成分規格、製
造・加工基準等
の規格基準に適
合していること

・製造工程、原材料
等に変更がないこ
と

・保存基準の遵守

・事故の有無（清涼飲料水、
食肉製品、冷凍
食品等）

・放射線照射によ
る殺菌等が行わ
れていないこと
（ばれいしょの
芽止めを除く。）

・定期的な試験検査
による成分規格等
の適合の確認

・製造工程、製品
に使用されてい
る原材料及び添
加物の正確な名
称・割合等の生
産・製造者への
確認

・最終製品の試験検
査による食品衛生
法の適合の確認

・必要に応じ、最
終製品の試験検
査による食品衛
生法の適合の確
認

農産物及び
その加工品

・アフラトキシ
ン、パツリン等
のカビ毒

・収穫時及び輸
送・保管時にお
けるカビの発生
防止対策

・定期的な試験検査
によるカビ毒の確
認

・カビの発生を防
止するための適
切な温度、湿度
等の管理

（穀類、豆類、
香辛料、りんご
ジュース等）

・シアン配糖体等
の自然毒

・自然毒の有無の
確認

・定期的な試験検査
による自然毒の確
認

・製造・加工等に
より自然毒を除
去できる対策を
講じていること
・有害、有毒植物

畜産物及び
その加工品

・腸管出血性大腸
菌

・病原微生物によ
る汚染防止対策

・定期的な試験検査
による病原微生物
の確認

・微生物の増殖に
よる危害の発生
を防止するため
の適切な温度管
理

Ｏ157、リステ
リア菌等の病原
微生物

（食肉、ナチュ
ラルチーズ等）

・放射能汚染 ・生産地域が放射
能汚染地域でな
いこと

・定期的な試験検査
による放射能濃度
の確認（トナカイ肉、

ビーフエキス
等）

・衛生証明書の不
備

・生産国及び輸出
国政府機関が発
行する衛生証明
書の記載事項

・衛生証明書の確
認

（食肉、食肉製
品）

・有害、有毒植物
の混入防止対策

・放射能汚染 ・採取地域が放射
能汚染地域でな
いこと

・定期的な試験検査
による放射能濃度
の確認（きのこ、ハー

ブ等）

・腸管出血性大腸
菌

・病原微生物によ
る汚染防止対策

・定期的な試験検査
による病原微生物
の確認

・微生物の増殖に
よる危害の発生
を防止するため
の適切な温度管
理

Ｏ157等の病原
微生物
（生食用野菜）

・残留農薬 ・農薬の使用状況 ・収穫前、収穫後に
おける農薬の適正
な用法、用量の遵
守

・収穫後における
農薬の使用の有
無・加工品の原材料

は、残留基準に
適合しているこ
と ・定期的な試験検査

による残留農薬の
確認

・安全性未審査の
遺伝子組換え食
品

・遺伝子組換え食
品の承認の有無

・定期的な試験検査
による安全性未審
査の遺伝子組換え
食品が混入してい
ないことの確認

・適正な管理

（とうもろこし、
パパイヤ等）

・安全性未審査の
遺伝子組換え食
品の混入防止対
策

・品質、鮮度等を
誤認させるおそ
れのある添加物
の使用
（生鮮野菜）

・着色料、漂白剤
等、品質、鮮度
等を誤認させる
おそれのある添
加物が使用され
ていないこと

・定期的な試験検査
による添加物の確
認
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